






要約:これまで地域における心身障害児の医療・療育・福祉の連携の実態を明らかにすべく、

一般住民並びに障害児(者)を対象として調査を行ってきた。その結果、多様化した障害に

対応できるような、また地域内に必要なときにいつでも利用できるような保健福祉に関わ

ろサービス、施設機関の充実及ぴ情報の普及が望まれていた。今回は、これらの結果をふ

まえた上で、既存の社会資源を活用してどのようなことが可能か、乳幼児期においおよび

児童期と分けて考案するごととし。 


